





























































失訳『大乗悲分陀利経』（8巻 ,384-417 年頃訳 ,大正大蔵経No.158）







































































































































































































































































































































































































































後 100 〜 300 年ころ（梶山 1976:p.104）
上記の般若経典は、小品系である『道行般若経』が基本般若経、
大品系である『法光般若経』が拡大般若経に相当することになる。
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第四十一号
般若経典において、いかにして菩薩はブッダになり得るのかを説
く際に、波羅蜜、特に般若波羅蜜の実践を最重要視するのは当然で
ある。しかもこれらの経典は、初期の般若経典であると同時に、初
期の大乗経典でもある。そこに説かれる「波羅蜜による三十二相・
八十種好の獲得」は、すべての大乗経典においても最重要の主題と
なり、後続の大乗経典に継承されていったと考えてよいだろう。
（３）それではなぜ、『Karun
・
āpun
・
d
・
arīka』では忍辱波羅蜜と三十二相・
八十種好が結びつくのであろうか。実際には『Karun
・
āpun
・
d
・
arīka』
においても、忍辱波羅蜜ばかりではなく布施波羅蜜が三十二相を
得る因縁であることも説かれている。すると一つには、波羅蜜の
中でも特に忍辱波羅蜜の実践によって相好を獲得するという伝承
と、布施波羅蜜によるという伝承の二通りが大乗仏教の中にあり、
『Karun
・
āpun
・
d
・
arīka』にはそれらが統合あるいは合成されていると
解釈することが可能であろう。
もしくは『Karun
・
āpun
・
d
・
arīka』自身で行っているように、波羅蜜
などの菩提道、すなわち悟りへの実践項目を、それによって得られ
る結果であるブッダとしての徳目に当てはめていった際に、忍辱波
羅蜜が三十二相・八十種好に配当された、と考えられる。他の菩提
道の項目とブッダの徳目との対応を見ると、全く無関係で意味の無
い対応ではなく、両者の間には相関関係が認められる。したがって、
忍辱波羅蜜と三十二相・八十種好の対応にも、何らかの必然性があっ
たと見るべきであろう。
その必然的理由は、現時点では確定することはできないが、忍辱
波羅蜜と三十二相との結びつきを説く『維摩経』が大きな意味を持
つことは確実である。
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